
2025（令和７）年度日本地学教育研究大会 日本地学教育学会第 79 回全国大会（北海道大会） 

実施要領（第２次案内） 
 

 
主催    

日本地学教育学会 
 
共催 

北海道教育大学 
 
後援    

文部科学省・北海道教育委員会・釧路市教育委員会・全国高等学校長協会・全日本中学校長会・全国連合

小学校校長会・日本私立中学高等学校連合会・高等学校文化連盟全国自然科学専門部・日本理科教育学

会・日本理科教育協会（後援依頼中を含む） 
 
日程    

2025 年 8 月 16 日（土）～18 日（月） 
 
大会テーマ   

大地の恵みを実感する地学教育 
 
会場    

北海道教育大学釧路校（北海道釧路市城山１丁目１５番５５号） 
教室棟４階・５階 
 
参加資格 

地学もしくは地学教育に関心のある方であれば、会員・非会員に関わらず大会参加費（¥2,000）を支

払うことで参加可能です。なお、ジュニア・セッションで発表する児童・生徒は参加費無料です。引率教

員も参加費無料ですが、ご自身が登壇者として発表をされる場合は参加費を頂きます。また、協賛企業

も、事前登録を行うことで参加が可能です。 
 
発表（於：教育棟 4・5階、8/16（土）午後〜8/17（日）午前） 

対面での一般発表（口頭・ポスター）を募集いたします。本大会では、登壇者として口頭発表一件、ポ

スター発表一件の計二件の発表が可能です。なお、発表申込み〆切り（7/11）の時点で、講演要旨をアッ

プロードしていただく必要があります。 
ジュニア・セッションでは、ポスター発表を募集いたします。このジュニア・セッションでは発表申込み

のみで講演要旨は不要です。 
 
懇親会（於：大学生協、8/16（土）18:30-、¥5,000） 

ささやかではございますが懇親の場を設けたいと思います。会場は大学生協で、料理は地元の惣菜店な

どに発注予定です。お酒は釧路（福司）、根室（北の勝）などをご準備いたします。ご参加の皆様もぜひ

地元のお酒を持参ください。全国の地酒を飲み比べできればと思っております。 
募集人数：先着 30 名  
 
ワークショップ（於：釧路市立博物館、8/17（日）午後） 

本大会の関連行事として、地元の一般市民・児童・生徒などを対象としたワークショップを開催いたし

ます。テーマは地学に関する実験・観察、ものづくりで、「科学の祭典」のような体験型の企画です。そ

の出展者を募集いたします。設営は 8/17 の昼から、また撤収は同日の 17:00 までにお願い致します。出

展希望者は実行委員長（境）と連絡をとり、細部についてご確認ください。 
 



巡検（8/18（月）、¥7,000） 

「釧路とその周辺の石炭層と石炭関連施設の訪問」をテーマとした巡検を開催いたします。見学予定地

点は、炭鉱展示館、釧路コールマイン、石見浜石炭層、布伏内資料館、雄別炭鉱・雄別層の露頭。 
集合：8:20（釧路駅）・8:30（北海道教育大学釧路校） 
解散：釧路空港 16:20・釧路駅 17:00・北海道教育大学釧路校 17:10。 
募集人数：先着 25 名（最少催行人数 20 名）。最少催行人数に満たず中止となった場合、会場受け付けの

際、ご返金致します。  
 

参加・発表申し込みフォーム 

参加・発表の申し込みは以下の URL、二次元バーコードからご登録ください。 
https://forms.gle/83VQ5Xinva78nA9q9 

 
 
一般の口頭発表・ポスター発表を希望されている方、ジュニア・セッションでのポスター発表を希望さ

れる方は 7/11（金）までにお申し込みください。一般の口頭発表・ポスター発表をご希望の方はお申し

込みの時点で本フォームへの講演要旨のアップロードが必要となります。 
一般発表・ジュニア・セッションでの発表を希望されない方は、7/18（金）までに同フォームでお申し込

みください。 
 
複数の発表申込みについて 

本大会では、一般発表では、登壇者として口頭発表一件、ポスター発表一件の計二件の発表が可能とな

っております。一件目の登録に関しては、上記のフォームを活用し、発表申込み・講演要旨の提出をされ

てください。二件目に関しては、以下の情報をメール文面にご記入頂くとともに、講演要旨をメール添付

でお送りください。 
ジュニア・セッションの指導者が複数の申請をされる場合は、二件目以降の発表については、メールに

てお申し込みください。 
 
【複数発表申込み用メールアドレス、必要情報、件名等】 
メールアドレス：j.komori[at]thu.ac.jp（[at]を半角アットマークに置換してください） 
件名：「JASESE 北海道大会発表の件」 
区分：一般（口頭）、一般（ポスター）、ジュニア・セッションの別 
登壇者氏名： 
登壇者所属： 
共著者名（全員）： 
発表題目： 
副題（ある場合のみ）： 
若手優秀発表賞へのエントリー：希望する 志望しない 

 
参加費・懇親会費・巡検参加費、および振り込み先情報 

各種費用は以下のようになっております。ご自身のお申込み内容に照らし併せて、正確な合計金額を以下

の口座へお振り込みください。振込〆切りは 7/31（木）です。 

大会参加費 2,000円 
懇親会費 5,000円 
巡検参加費 7,000円 

 
ゆうちょ銀行からご利用 
口座記号番号 00200-5-90934 
口座名称   日本地学教育学会 



他行からのご利用 
ゆうちょ銀行 
店名 〇二九 （ゼロニキュウ） 
預金種目 当座 
口座番号 0090934 
口座名称   日本地学教育学会 

 
ご注意：日本地学教育学会は免税事業者ですので、適格請求書（インボイス）を交付できません。 

また、上記のゆうちょ口座は全国大会専用の口座ですので、学会の年会費は絶対に振り込まない

でください。 
 

講演要旨・ポスター作成用テンプレート 

講演要旨は、以下のひながたを使用し、PDF 形式に保存してアップロードください。ファイルに講演

番号などを書き加える必要があるので、パスワード保護を行わないようにしてください。そのまま印刷し

ますので、完成原稿の状態でご提出ください。また、この見本原稿に挿入してあるカラーの説明のテキス

トボックスは、提出に当たって全て削除願います。 
ポスターのテンプレートも準備いたしましたが、掲示範囲内に収まるものであれば形式を問いません。 

 
講演要旨のひながた：format-2025.docx 

 
ポスター（縦 150cm 横 90cm）ひながた：PowerPoint(JSESE_Poster_Template.ppt) / 
Adobe PDF (JSESE_Poster_Template.pdf) 

 
協賛企業様募集  

大会会場においてブースの設定、もしくは講演要旨集への広告掲載を希望される企業様を募集してお

ります。ご希望・お問い合わせは、担当（中林）までご連絡ください。メールアドレス：

nakabayashi[at]shiraume.ac.jp（[at]を半角アットマークに置換してください） 
申し込みの締め切りは７月 11 日（金）、広告原稿の締め切りは７月 15日（火）です。 

 
今後のスケジュール 

時期 項目 
６月上旬 実施要項 大会第２次案内公表 

参加申し込み 開始 
各種発表申込み 開始 
懇親会参加申し込み 開始 
巡検参加申し込み  開始 

７月 11 日（金） 
 

発表申し込み 〆切 
講演要旨送付 〆切 
協賛企業申込み 〆切 

７月 15 日（火） 協賛企業広告原稿送付 〆切 
７月 18 日（金） 参加申し込み 〆切 

懇親会参加申し込み 〆切 
巡検参加申し込み 〆切 
プログラム編成・講演要旨集編集 開始 

８月 15 日（金） 会場設営 
８月 16 日（土）午前 評議員会 
８月 16 日（土）午後 
～17 日（日）午前 

北海道大会開催 

８月 17 日（日）午後 ワークショップ（於：釧路市立博物館 
８月 18 日（月） 巡検（石炭層と釧路石炭関連） 

 
                          
  



  
当日スケジュール（予定）（案） 

 ８月 15 日 13:00～ 準備開始 
 
 ８月 16 日（土） ８月 17 日（日） ８月 18 日（月） 
8:00 ～ 9:00     
9:00 ～ 10:00 ポスター発表 

ジュニア・セッション 
【関連行事】 
巡検 
 

10:00 ～ 11:00 評議員会 
11:00 ～ 12:00 口頭発表３（3 部屋で 12 名） 
12:00 ～ 13:00 受付 閉会行事・表彰式 
13:00 ～ 14:00 総会、学会賞、学術奨励賞授与式 移動 

ワークショップ(14:00～16:00) 
博物館・展示紹介(15:00～) 

14:00 ～ 15:30 口頭発表 （3 部屋で 36 名） 
 間 10 分休憩 15:40 ～ 17:10 

 （撤収）16:30 撤収  
17:10 ～ 18:10 講演 
18:30 ～ 20:00 懇親会 

 
 
講演 （8月 16 日（土）17:10～18:10） 

演題  釧路炭田——道内初の炭鉱・国内最後の炭鉱 
演者  石川 孝織（いしかわ・たかおり） 

1974 年、東京都生まれ。東京学芸大学、同大学院修士課程を経て、慶應義塾大学大学院理工学研究科

後期博士課程単位修得退学。専攻は地質学（環境地質学）。釧路の石炭産業について 2002 年より本格的

に研究を始め、2006 年より釧路市立博物館 学芸員。早稲田大学文学学術院総合人文科学研究センター招

聘研究員。早稲田大学文学学術院非常勤講師（2016 年度）。炭鉱研究者らが集う全国石炭産業関連博物館

等研修交流会（全炭博研）会長を務める。編著書に「釧路炭田 炭鉱（ヤマ）と鉄路と」「太平洋炭砿―

なぜ日本最後の坑内掘炭鉱になりえたのか」など。 
 
 
問い合わせ先 

第 79回全国大会（北海道大会）実行委員長 境 智洋（北海道教育大学釧路校） 
〒085-8580 北海道釧路市城山１丁目 15 番 55 号 北海道教育大学釧路校学校教育実践分野内） 
日本地学教育学会第 79回全国大会（北海道大会）実行委員会 宛 
電話 0154-44-3353 
電子メール sakai.chihiro[at]k.hokkyodai.ac.jp（[at]を半角アットマークに置換してください） 


